




























等速で運動を続ける ( 等速直線運動 )。
・人間は刺激を受けない限り、常に一定の生活に満足する。
　ちなみに等速直線距離 Z は、
vtZ =  (1)
で表される。ただし、v は時速、t は時間をそれぞれ示す。
　ついで、時速と加速度との関係は、





S at vt= = (3)　　　および　　　 2
2






　物体に力 F を加えると、その方向に加速度 amF = が生じ、その力が強いほど加速
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2mv mal Fl E= = =  (7)
で表される。( 2at vt l= = から導かれる ) ただし、力は F ma= で表され、a
は加速度を示す。




















































































































































































vt x x′= − 、 0t t=
で表されることから、慣性系 S および S' では、長さとしての空間は、



























vt x x= − 、 0t t=   
で表されることから、慣性系 Sおよび S では、長さとしての空間は、 
x x vt = −   


































→  であることから、t t=  である。 
ここで、系が異なっていても速度に関わらない時空間の式は、上記２つの式から v  を消去
すると、 
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2 2 2 2 2 2x c t x c t′ ′− = −
が得られる。したがって、一般的な次元から導かれるピタゴラスの定理に基づ
く距離として扱うためには、c を ic とする虚数を使わなければならない。実際
























を踏まえた長さ (空間 ) と時間距離との関係は、
2 2 2





















　接線の定理から、凹関数 ( )f x は、
( ) ( ) ( )( )f x f a f x x a′= + −
で表される。
　ここで、 x a≈ のもとで一般にテーラー展開は、
( )
2( ) ( ) ( )( ) ( ) ( ) ( ) ( )
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n
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　これについては、 ( )f x を昼間人口比とすれば、周辺の郊外部の都市開発速
























で表される。ただし、m は運動している物体の質量 ( 都心の人口 )、M は天体







9 彼は、初めてブラックホールを数学的に説明したドイツの科学者 (1873~1916) である。こ
れについては本間 (2017、pp.80-84) を参照せよ。
10 宇宙物理学では、 111067.6 −×=G である。
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= =  (20)
で表される。ただし、A は周辺都市の昼間人口、それゆえ D は周辺都市の昼
間人口比を示す。








































MmGrF =  (25)
で表される。
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